
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

発行所

〒
一
〇
五
e

八
四
四
五

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目

二
番
四
号

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局

電 話

03
(3587)
4294

定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

一
月
四
日
付
第
一
号
四
八
ペ
ー

ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
一
号
八
〇
ペ
ー
ジ

平成™œ年˜月›日 金曜日 第œ œŸ号官 報
平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
１
０
０
６
１
号

東
京
都
府
中
市
若
松
町
２
`
８
`

1
6
第
１
フ
ラ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
東
府
中
4
0
2

再
生
債
務
者
宮
上
祐
喜

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年

1
2月
６
日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年

1
2月

1
8日
東
京
地
方
裁
判
所
民
事
第
2
0部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
１
０
０
５
５
号

東
京
都
府
中
市
是
政
４
`
１
`
１
`
2
3
8

再
生
債
務
者
関
根

裕
１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年

1
2月

1
0日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年

1
2月

1
8日
東
京
地
方
裁
判
所
民
事
第
2
0部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
１
号

愛
知
県
稲
沢
市
井
之
口
北
畑
町
4
6番
地

再
生
債
務
者
川
口
君
子

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年

1
2月

1
4日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年

1
2月

1
9日
名
古
屋
地
方
裁
判
所
一
宮
支
部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
１
０
０
０
２
号

栃
木
県
鹿
沼
市
南
上
野
町
1
9
8番
地
８

再
生
債
務
者
森
戸
文
雄

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年

1
2月

1
7日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年

1
2月

1
8日宇
都
宮
地
方
裁
判
所
第
一
民
事
部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
３
号

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
下
笠
加
5
0
7番
地
１

再
生
債
務
者
山
口
英
三

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年

1
2月

1
7日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年

1
2月

2
0日
岡
山
地
方
裁
判
所
第
３
民
事
部

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
億
七
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
、
平
成
二

十
四
年
六
月
十
四
日
付
官
報
七
十
九
頁
（
号
外
第
一
二
九

号
）
に
公
告
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
一
月
四
日

東
京
都
渋
谷
区
本
町
一
丁
目
三
番
四
号

エ
ム
・
ユ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式

会
社

代
表
取
締
役

浅
野

哲
也

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
七
日
、
会
社
法
第

三
一
九
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
る
全
株
主
の
書
面
に
よ
る
同
意
に
よ
り
、
資
本
金

の
額
を
四
億
円
減
少
し
九
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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平
成
二
十
五
年
一
月
四
日

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
四
丁
目
二
六
番
二
五
号
メ

イ
フ
ィ
ス
名
駅
ビ
ル
四
階

株
式
会
社
名
鉄
イ
ン
プ
レ
ス

代
表
取
締
役

跡
田

直
則

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
一
日
を
基
準
日
と

定
め
、
同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
そ

の
所
有
す
る
株
式
一
株
を
百
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
り

株
式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告

し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
一
月
四
日

東
京
都
中
央
区
勝
ど
き
三
丁
目
三
番
七
号
ケ
ン
メ

デ
ィ
ア
ビ
ル
三
Ｆ

株
式
会
社
う
る
る

代
表
取
締
役

星

知
也

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
一
日
付
で
株
券
を

発
行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
一
月
四
日

長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
大
字
中
之
条
一
〇
二
番
地

一
五

ミ
ヤ
リ
サ
ン
製
薬
株
式
会
社

代
表
取
締
役

内
田

正
行

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
会
社
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日

で
す
。

平
成
二
十
五
年
一
月
四
日

名
古
屋
市
東
区
徳
川
一
丁
目
五
〇
一
番
地

ホ
ー
ユ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

水
野
真
紀
夫

株
式
交
換
に
つ
き
通
知
公
告

左
記
会
社
は
株
式
交
換
に
よ
り
乙
は
そ
の
発
行
済
株
式

の
全
部
を
甲
に
取
得
さ
せ
、
甲
は
こ
れ
を
取
得
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
で
す
。

平
成
二
十
五
年
一
月
四
日

名
古
屋
市
東
区
徳
川
一
丁
目
五
〇
一
番
地

（
甲
）
ホ
ー
ユ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

水
野
真
紀
夫

愛
知
県
瀬
戸
市
山
の
田
町
一
一
九
番
二

（
乙
）
ヤ
ク
ホ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

水
野
真
紀
夫

取
消
公
告

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
八
日
（
号
外
第
一
八
六
号
）

掲
載
の
左
記
会
社
に
係
る
合
併
公
告
及
び
決
算
公
告
（
枠

組
）
中
、
合
併
公
告
の
み
取
消
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
一
月
四
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
八
番
一
七
号

（
甲
）
株
式
会
社
金
田
中

代
表
取
締
役

岡
副

昭
吾

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
六
番
一
六
号

（
乙
）
株
式
会
社
銀
座
金
田
中

代
表
取
締
役

岡
副

真
吾

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
六
番
一
六
号

（
丙
）
株
式
会
社
岡
半
本
店

代
表
取
締
役

岡
副

昭
吾

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
六
番
一
六
号

（
丁
）
岡
昭
興
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

岡
副

昭
吾

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
八
番
一
七
号

（
戊
）
有
限
会
社
岡
副
エ
ス
テ
ー
ト

代
表
取
締
役

岡
副

昭
吾

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
八
番
一
七
号

（
己
）
岡
副
合
名
会
社

代
表
社
員

岡
副

真
吾

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
２
号

奈
良
市
中
町
4
9
7
2番
地
の
5
2

再
生
債
務
者
川
瀬
忠
之

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年

1
2月

1
8日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年

1
2月

2
0日

奈
良
地
方
裁
判
所

教
育
職
員
免
許
状
失
効
公
告

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和

2
4年
法
律
第

1
4
7号
）
第

1
0

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
免
許
状
は
失
効
し
た
。

平
成

2
5
年
１
月
４
日

高
知
県
教
育
委
員
会

１
失
効
し
た
免
許
状

本
籍
地
高
知
県

氏
名
池
内
康
博

生
年
月
日
昭
和
5
1年
１
月
1
9日

免
許
状
の
種
類
及
び
番
号

小
学
校
教
諭
１
種
免
許
状

平
1
0小
１
第
0
2
6
1
2号

授
与
年
月
日
平
成
1
1年
３
月
3
1日

授
与
権
者
大
阪
府
教
育
委
員
会

２
失
効
年
月
日
平
成
2
4年

1
2月
７
日

３
失
効
の
事
由

教
育
職
員
免
許
法
第
1
0条
第
１
項
第
２
号
該
当

会
社
そ
の
他
の
公
告

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
五
年
二
月
五
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
あ
か
つ
き
会
計
東
京
と
し

ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
五
年
一
月
四
日

千
葉
県
浦
安
市
高
洲
三
丁
目
五
番
七
号

合
同
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
レ
ッ
ジ

代
表
社
員

永
井

寛
章

š™
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